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四
、
平
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時
代
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解
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種
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五
、
「
尾
張
国
解
文
」
　
に
お
け
る
対
句
表
現
と
文
章
構
成
と
の
関
連
に
つ
い
て

結
び
に
か
え
て

は
　
じ
　
め
　
に

「
尾
張
国
郡
司
百
姓
等
解
」
（
通
称
「
尾
張
国
解
文
」
）
は
、
永
延
二
年
（
九
八
八
）
に
尾
張
国
の
郡
司
百
姓
等
が
、
国
司
藤
原
元
命
の
改
任
を



要
求
し
て
太
政
官
に
提
出
し
た
解
文
で
あ
る
。
そ
の
内
容
は
、
三
十
一
ヶ
条
に
亙
っ
て
国
司
元
命
や
そ
の
息
子
頼
方
等
の
横
暴
・
非
道
な
振

舞
の
詳
細
を
列
挙
し
た
も
の
で
あ
る
。

本
解
文
は
、
平
安
時
代
の
解
文
群
の
中
で
も
、
文
章
量
の
多
さ
に
お
い
て
一
際
抜
き
ん
出
て
お
り
、
『
新
修
稲
沢
市
史
』
の
「
解
説
」
（
四
一

一
頁
）
に
よ
れ
ば
、
「
三
一
箇
条
の
主
張
は
、
通
常
の
訴
状
三
一
通
に
匹
敵
す
る
」
と
も
言
わ
れ
て
い
る
。
こ
の
文
章
量
の
多
さ
を
誇
る
「
尾

張
国
解
文
」
で
は
、
三
十
一
ヶ
条
並
び
に
後
文
の
す
べ
て
の
条
に
お
い
て
対
句
が
駆
使
さ
れ
、
し
か
も
、
中
国
の
古
典
籍
に
典
拠
を
持
つ
語

（1）

句
が
散
見
す
る
。
吉
村
茂
樹
氏
は
、
そ
の
文
章
に
つ
い
て
、
「
こ
の
解
文
の
修
辞
は
実
に
す
ぐ
れ
て
い
て
、
い
わ
ゆ
る
四
六
餅
傭
体
の
立
派
な

（2）

漢
文
句
調
」
の
「
名
文
」
で
あ
る
と
評
さ
れ
、
阿
部
猛
博
士
も
「
か
な
り
豊
富
な
知
識
を
前
提
と
し
た
『
名
文
』
で
あ
る
」
と
評
さ
れ
て
い

る
。し
か
し
な
が
ら
、
今
日
ま
で
、
「
名
文
」
で
あ
る
と
の
指
摘
が
行
わ
れ
る
に
留
ま
り
、
「
名
文
」
を
支
え
る
「
対
句
」
に
つ
い
て
は
詳
し
く

言
及
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

そ
こ
で
、
本
稿
で
は
、
「
尾
張
国
解
文
」
の
文
体
研
究
の
一
階
梯
と
し
て
、
本
解
文
の
対
句
表
現
の
割
合
と
そ
の
種
類
を
明
ら
か
に
し
、
さ

（3）

ら
に
、
か
つ
て
検
討
を
試
み
た
解
文
の
文
章
構
成
と
、
こ
の
対
句
表
現
と
の
間
に
関
連
が
存
す
る
か
否
か
を
検
討
し
た
い
と
考
え
る
。

尚
、
他
文
献
に
お
け
る
対
句
表
現
の
種
類
・
割
合
に
つ
い
て
は
、
山
本
真
吾
氏
が
平
安
時
代
の
表
白
文
を
調
査
さ
れ
、
適
時
的
視
点
か
ら

（4）

の
論
考
を
発
表
さ
れ
て
い
る
。
氏
は
表
白
文
の
対
句
表
現
を
『
作
文
大
鉢
』
（
天
理
図
書
館
蔵
）
の
分
類
規
準
に
従
っ
て
分
類
さ
れ
、
表
白
文
一

篇
当
た
り
の
各
種
対
句
の
配
合
が
、
時
代
と
と
も
に
一
句
の
字
数
の
多
い
句
の
占
め
る
割
合
が
高
く
な
る
こ
と
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
。
本
稿

で
の
対
句
表
現
の
種
類
の
分
類
方
法
も
、
氏
の
採
ら
れ
た
方
法
を
踏
ま
え
、
概
ね
『
作
文
大
鉢
』
に
従
う
こ
と
と
す
る
。

一
、
「
尾
張
国
解
文
」
に
お
け
る
対
句
表
現
の
割
合

㈲
対
句
の
認
定

真
福
寺
本
「
尾
張
国
解
文
」
　
の
対
句
表
現
に
つ
い
て

一
四
七
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対
句
と
は
、
基
本
的
に
、
繰
り
返
さ
れ
る
句
の
字
数
が
同
じ
で
あ
っ
て
個
々
の
文
字
の
意
味
的
対
応
関
係
が
あ
る
も
の
、
即
ち
、
音
節
面
・

（5）

内
容
面
共
に
対
偶
を
な
す
句
の
繰
り
返
し
を
指
す
も
の
で
あ
る
。

「
尾
張
国
解
文
」
　
の
対
句
表
現
の
中
に
は
、
音
節
面
・
内
容
面
共
に
対
偶
を
な
す
例
の
他
に
、
わ
ず
か
で
は
あ
る
が
次
の
如
き
例
も
見
ら
れ

る
。①
　
在
京
之
日
　
揚
名
於
上
官
薗

追
承
之
時
　
交
情
於
下
烈
　
（
第
三
十
条
）

②
　
郎
従
之
徒
　
如
雲
散
満
於
郡
内

屠
合
之
類
　
如
蜂
移
住
引
府
遽
（
第
一
条
）

①
の
例
で
は
、
「
長
」
と
対
偶
を
な
す
文
字
が
第
四
句
に
認
め
ら
れ
ず
、
こ
の
文
字
が
存
す
る
が
為
に
音
節
面
で
の
対
偶
が
乱
れ
て
い
る
。

ま
た
、
こ
の
「
長
」
は
「
尾
張
国
解
文
」
の
諸
本
の
う
ち
、
正
中
二
年
書
写
の
真
福
寺
本
の
み
に
見
ら
れ
、
他
本
に
は
見
ら
れ
な
い
よ
う
で

（6）
あ
る
。
よ
っ
て
、
こ
の
場
合
は
、
「
長
」
字
は
一
応
除
外
し
て
考
え
る
こ
と
に
す
る
。

②
の
例
は
、
①
と
は
反
対
に
、
第
四
句
に
あ
っ
て
然
る
べ
き
「
於
」
字
が
存
し
な
い
為
に
、
音
節
面
で
の
対
偶
が
乱
れ
た
例
で
あ
る
。
諸

本
の
う
ち
、
「
於
」
字
が
存
す
る
の
は
一
本
（
内
閣
文
庫
蔵
本
・
和
学
講
談
所
旧
蔵
）
　
で
あ
る
が
、
こ
の
場
合
は
、
当
然
存
在
す
べ
き
文
字
で
あ

っ
て
、
「
於
」
字
を
補
う
こ
と
に
よ
り
音
節
面
で
の
対
偶
の
乱
れ
は
解
消
さ
れ
る
。
よ
っ
て
こ
こ
で
は
、
不
足
字
を
補
う
形
で
考
え
る
こ
と
に

す
る
。此
の
如
く
、
余
剰
字
、
或
い
は
不
足
字
に
つ
い
て
は
、
除
外
、
補
足
の
処
理
を
し
て
対
句
表
現
と
認
定
す
る
こ
と
に
し
た
。

畑
対
句
表
現
の
割
合

ま
ず
始
め
に
、
「
尾
張
国
解
文
」
に
お
け
る
対
句
表
現
の
割
合
を
各
条
毎
に
調
査
し
た
。
調
査
方
法
は
、
一
条
内
の
総
句
数
と
対
句
を
構
成

し
て
い
る
句
数
（
対
句
構
成
句
数
）
を
求
め
、
総
句
数
に
対
す
る
対
句
構
成
句
数
の
占
め
る
割
合
（
％
）
を
算
出
す
る
と
い
う
方
法
を
採
っ
た
。



（7）

一
句
の
認
定
は
、
『
作
文
大
鉢
』
の
「
筆
大
鉢
」
の
文
例
を
参
考
と
し
た
。

例
と
し
て
、
第
二
十
六
条
を
掲
げ
る
。
調
査
対
象
本
文
は
、
「
　
」
で
括
っ
た
範
囲
で
あ
る
。

一
請
被
裁
定
　
守
元
命
朝
臣
依
無
慮
務
難
通
郡
司
百
姓
愁
事

「
右
図
宰
之
吏
／
是
既
分
優
之
職
／
屡
l
巡
捌
剖
相
月
矧
痢
醐
風
樹
／
然
而
守
元
命
朝
臣
／
葡
観
劇
翻
刻
咄
謝
刀
矧
園
墾
習
到
曹
息
刑

日
／
魔
頭
不
挺
首
／
致
愁
之
時
／
館
後
猶
秘
身
／
参
集
之
大
老
暗
開
音
罷
還
／
郎
従
之
輩

者
合
眼
情
動
／
剰
刃
蘭
矧
パ
矧
矧
祖
剥
刀
門
外
ユ
l
地
相
d
矧
可
捌
廿
州
刀
因
之
郡
司
百
姓
／
酬
萄
矧
剰
／
夕
懐
愁
還
／
通
夜
終
日
／
積
歎
烏

（忌）

顧
／
謝
作
l
矧
矧
醐
刀
剣
骨
助
園
劉
／
鳴
喘
嘲
矧
剰
吏
剋
月
謝
蘭
画
力
感
／
望
請
／
被
裁
断
／
以
早
慰
胸
意
臭
」

斜
線
を
入
れ
た
箇
所
が
一
句
毎
の
区
切
れ
で
あ
り
、
本
文
の
右
横
に
傍
線
を
付
し
た
箇
所
が
対
句
表
現
と
な
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

こ
の
第
二
十
六
条
の
総
句
数
は
三
十
三
句
で
あ
り
、
う
ち
対
句
構
成
総
句
数
は
、
二
十
四
句
で
あ
る
。
よ
っ
て
、
総
句
数
に
対
す
る
対
句

構
成
総
句
数
の
割
合
は
、
六
九
・
七
％
と
な
る
。
（
小
数
第
二
位
以
下
四
捨
五
入
）

そ
の
他
の
条
に
お
い
て
も
同
様
の
処
理
を
行
い
、
そ
の
結
果
を
ま
と
め
た
も
の
が
表
1
で
あ
る
。

割 対総 総 条

番

号

合 句
構

句 句

％ 成数 数

395 32
㈲ 45 ①

967 10
㈲ 31 ②

195 26
∽
44 ③

385 41 42 ④

353 81 15 ⑤

834 41 23 ⑥

093 61 14 ⑦

227 62 63 ⑧

845
23
刷 24 ⑨

887
26
∽ 33 ⑩

546 02 13 ⑫

．
005
16
∽ 23 ⑫

346 81 82 ⑬

925
18
m 43 ⑭

539 29
㈲ 13 ⑮

235 14 77 ⑯

真
福
寺
本
「
尾
張
国
解
文
」
の
対
句
表
現
に
つ
い
て
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割 対総 総 条

合
句
構

句 句 番

偶 成数 数 号

975 11
m 91 ⑰

515 17
刷 33 ⑩

686 42 53 ⑩

057 81 42 ⑳

008 20
囲 52 ㊧

214 41 43 ⑳

187
25
個 23 ⑳

086 43 05 ⑳

179 34
∽ 53 ⑳

727 42 33 ⑳

865 25
m 44 ⑰

303 01 33 ⑳

006 81 03 ⑳

696 23 64 ⑳

345 25
個 64 ㊧

677 83 94 ⑳

016 417 1711 計

（8）

対
句
構
成
総
句
数
は
、
当
句
対
も
含
め
た
延
べ
対
句
数
で
示
し
て
あ
る
。
当
句
対
の
数
は
日
で
括
っ
て
示
し
た
。
な
お
、

対
と
は
、
一
句
そ
れ
自
体
の
中
で
対
偶
を
構
成
す
る
対
句
で
あ
る
。

表
1
に
よ
れ
ば
、
対
句
表
現
の
割
合
が
最
も
高
い
の
は
第
二
十
五
条
で
あ
り
、
そ
の
値
は
、
九
七
二
％
も
の
高
率
を
占
め
る
。
逆
に
対

句
表
現
の
割
合
が
最
も
低
い
の
は
第
二
十
八
条
で
、
三
〇
・
三
％
で
あ
る
。
全
体
を
平
均
す
る
と
、
「
尾
張
国
解
文
」
は
、

〇
％
の
割
合
で
対
句
表
現
が
用
い
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。

一
条
あ
た
り
六
一
・

二
、
「
尾
張
国
解
文
」
に
お
け
る
対
句
表
現
の
種
類

次
に
、
本
解
文
の
対
句
表
現
の
種
類
を
見
る
こ
と
に
す
る
。

川
対
句
の
分
類

（9）

対
句
の
分
類
に
関
し
て
は
、
先
に
も
触
れ
た
如
く
山
本
真
吾
氏
の
採
用
さ
れ
た
方
法
を
ふ
ま
え
つ
つ
分
類
を
行
っ
て
い
る
。
対
句
の
種
類

や
そ
の
名
称
は
、
氏
の
論
考
に
詳
し
く
掲
げ
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
こ
で
も
説
明
の
都
合
上
掲
げ
て
お
く
。

対
句
は
句
の
配
置
の
関
係
か
ら
、
「
一
句
そ
れ
自
体
の
中
で
対
偶
を
構
成
す
る
」
当
句
対
、
「
前
後
二
句
よ
り
な
る
」
単
句
対
、
「
第
二
句
と



第
四
句
の
如
く
、
句
を
隔
て
て
対
す
る
」
隔
句
対
、
「
三
句
が
対
す
る
」
三
句
対
、
「
対
応
す
る
二
句
の
間
に
二
句
以
上
を
隔
て
る
」
長
偶
対

「
川
し

等
の
種
類
が
存
す
る
。
『
作
文
大
鉢
』
に
よ
れ
ば
、
単
句
対
、
隔
句
対
は
、
一
句
の
字
数
に
よ
っ
て
さ
ら
に
類
別
さ
れ
る
。
当
句
対
の
中
で

は
二
句
の
字
数
が
三
字
、
四
字
、
五
字
以
上
か
ら
成
る
も
の
を
、
そ
れ
ぞ
れ
壮
句
、
緊
句
、
長
句
と
な
す
。
隔
句
対
の
中
で
は
、
第
一
句
、

第
三
句
を
上
旬
、
第
二
句
と
第
四
句
を
下
旬
と
す
る
と
、
上
旬
と
下
旬
の
字
数
に
よ
り
、
上
旬
四
字
、
下
旬
六
字
を
二
回
繰
り
返
す
も
の
を

軽
隔
句
、
上
旬
六
字
下
旬
四
字
を
繰
り
返
す
も
の
を
重
隔
句
、
上
旬
三
字
下
旬
は
特
定
せ
ず
、
二
回
繰
り
返
す
も
の
を
疎
隔
句
、
上
旬
五
字

以
上
下
旬
六
字
以
上
か
、
又
は
上
旬
は
特
定
せ
ず
、
下
旬
三
字
を
二
回
繰
り
返
す
も
の
を
密
隔
句
、
上
下
と
も
に
四
字
又
は
五
字
を
二
回
繰

へ
〓
）

り
返
す
も
の
を
平
隔
句
、
上
旬
四
字
下
旬
五
、
七
、
八
字
、
又
は
下
旬
四
字
上
旬
六
、
五
、
七
、
八
字
を
二
回
繰
り
返
す
も
の
を
雑
隔
句
、

と
な
し
て
い
る
。

脚
対
句
表
現
の
種
類

本
解
文
の
対
句
を
こ
の
分
類
に
従
っ
て
類
別
し
、
条
毎
に
そ
の
用
例
数
を
ま
と
め
る
と
表
2
の
如
く
な
る
。
（
本
表
は
、
対
句
の
種
類
数
の
多

い
順
番
に
ま
と
め
て
並
べ
て
い
る
。
）

⑭ ⑩ ③ ⑳
号番条

1 2 2 6 句当

1 句壮

2 1 1 1 句緊

2 4 5 4 句長

1 句隋軽

1 2 句隔重

1 句隔疎

1 句隔密

1 1 1 句隔平

1 1 句隔雑

他のそ

1 句三

1 偶長

6 6 6 7
句

類

対

種

真
福
寺
本
「
尾
張
国
解
文
」
　
の
対
句
表
現
に
つ
い
て
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一
五
二

⑦ ② ⑳ ⑳ ⑳ ⑬ ⑪ ⑨ ⑧ ⑥ ⑤ ⑳ ⑳ ⑪ ① 文後 ⑳ ⑳

2 3 2 1 4 3 2 3

1 1 2

5 1 3 1 1 2 3 1 1 4 3 1 1

4 1 7 4 3 2 5 6 4 2 7 3 4 5 3 3

1 1

1 1 1

1 1 1 2 1 3 1

1 1 1 1 2 1 1 1 1 1 1 1 1

1 1 1 4 1 1 1 1 2 2 1 1

1 1 1

3 3 4 4 4 4 4 4 4 4 4 5 5 5 5 6 6 6
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計 ④ ⑳ ⑩ ⑳ ⑳ ⑩ ⑰ ⑱ ⑮ ⑫

24 3 1 5 2

5

44 1 3 1 2 4 2

621 8 4 6 5 5 5 2 8 2 4

4 1

6

1

21

22 1 1 2

02 1 1

6 3

1

2 1

1 2 2 3 3 3 3 3
23

硝そ 3

○
当
句
対
（
四
二
例
）

・
吏
富
囲
貧
（
第
二
条
）

○
単
句
対
（
一
七
五
例
）

長
句
（
二
一
六
例
）

・
晋
作
何
罪
報

・
通
夜
終
日
　
（
第
二
十
六
条
）

・
或
園
吏
令
得
蚕
養
而
不
登
年
穀

真
福
寺
本
「
尾
張
国
解
文
」
　
の
対
句
表
現
に
つ
い
て

一
五
三



鎌
　
倉
　
時
　
代
　
語
　
研
　
究

今
含
此
園
宰
（
五
字
）
　
（
第
二
十
六
条
）

以
イ

或
園
宰
令
登
年
穀
而
不
宜
蚕
養
（
十
二
字
）
　
（
第
六
条
）

（12）

二
二
一
例
中
二
二
例
は
、
字
数
が
異
な
る
場
合
で
あ
る
。

緊
句
（
四
四
例
）

・
朝
撃
簡
来

夕
懐
愁
還
（
第
二
十
六
条
）

・
費
国
之
吏

煩
民
之
謀
（
第
十
七
条
）

壮
句
（
二
例
）

・
或
寒
月

或
農
時

○
隔
句
対
（
六
一
例
）

平
隔
句
（
二
二
例
）

・
不
隔
月

無
欠
旬
（
共
に
第
二
十
三
条
）

・
烏
政
之
道
　
猶
若
煮
魚

優
民
之
心
　
量
産
馴
鴫
（
第
三
条
）

雑
隔
句
（
二
〇
例
）

・
烏
政
之
日
　
展
頭
不
挺
首

朝

致
愁
之
時
　
館
後
猶
秘
身
（
第
二
十
六
条
）

密
隔
句
（
一
二
例
）

・
専
管
京
洛
之
世
途
　
無
優
黎
元
之
愁
苦

・
窓
内
蔵
形
　
常
構
在
京

門
外
立
札
　
頻
号
物
忘
　
（
第
二
十
六
条
）

（忌）

・
壊
究
招
福
　
懸
於
備
法
之
威
験

護
国
利
民
　
緑
於
賢
哲
之
所
蒋
（
第
二
十
五
条
）

（哲）

恭
有
園
宰
之
階
　
　
猶
不
具
夷
秋
僚
敵
（
第
二
十
六
条
）

重
隔
句
（
六
例
）

・
乱
入
一
二
家
之
間
　
致
騒
動
十
二
十
所

済
進
一
両
種
之
日
　
取
費
於
二
三
倍
（
第
八
条
）



・
僅
訴
理
非
之
人
　
忽
与
刑
罰

強
差
賄
賂
之
時
　
倫
致
阿
容
（
第
十
四
条
）

軽
隔
句
（
四
例
）

・
部
内
窮
民
　
悦
任
限
之
早
往

欺
イ

府
連
雑
人
　
悠
秩
満
之
晩
釆
（
第
二
十
一
条
）

疎
隔
句
（
一
例
）

・
講
讃
師
　
是
練
行
坐
禅
之
大

衆
借
尼
　
則
彼
御
願
勤
修
之
侶

そ
の
他
（
六
例
）

・
至
如
奉
公
顧
私
　
未
無
過
於
斯

牧
宰
置
境
間
風
　
猶
莫
尚
於
分
優
蘇
（
第
十
五
条
）

〇
三
句
対
二
例
）

・
白
馬
不
下

不
著
干
座

乍
騎
於
馬
（
第
十
四
条
）

・
六
年
六
夏
之
間
　
持
鉢
底
空

三
賛
三
衣
之
資
　
補
綴
永
絶
（
第
二
十
五
条
）

・
揺
夫
痛
踵
　
泥
都
部
之
中
間

層
駄
抽
肩
　
塞
遼
遠
之
路
頭
（
第
二
十
二
条
）

残
イ

・
諸
園
受
領
　
任
国
珍
減

五
位
六
位
有
官
散
位
　
新
賓
率
来
（
第
三
十
一
条
）

○
長
偶
対
（
二
例
）

・
鳥
人
之
父
老
　
不
明
父
子
之
義
以
教
其
子
　
則
子
不
知
烏
之
道
以
事
其
父

島
固
之
吏
者
　
不
靖
国
吏
之
職
以
治
某
国
　
則
園
不
知
烏
圃
之
理
以
不
肯
其
吏
（
第
十
条
）

イ

真
福
寺
本
「
尾
張
国
解
文
」
の
対
句
表
現
に
つ
い
て

一
五
五
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一
五
六

・
日
郡
司
之
手
　
号
郷
分
之
絹
　
所
取
絹
一
郷
五
六
疋
　
但
一
郡
所
在
六
七
郷
　
漸
計
其
所
得
　
動
以
及
四
五
十
疋

白
田
堵
五
六
人
之
手
　
所
責
取
絹
　
三
四
疋
也
　
又
一
二
疋
也
一
郷
所
注
田
堵
僅
四
五
人
也
　
各
計
所
輸
　
数
及
百
疋
也
（
第

十
六
条
）

以
上
の
例
は
、
「
尾
張
国
解
文
」
に
用
い
ら
れ
て
い
る
対
句
表
現
の
種
類
と
そ
の
用
例
数
及
び
用
例
の
一
部
で
あ
る
。

此
の
如
く
、
本
解
文
に
お
い
て
は
、
計
十
二
種
類
（
隔
句
対
の
中
の
「
そ
の
他
」
は
今
は
含
め
な
い
）
も
の
対
句
表
現
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。

こ
の
十
二
種
類
と
い
う
数
値
は
、
後
に
述
べ
る
平
安
時
代
の
他
の
解
文
群
の
そ
れ
と
比
較
す
る
な
ら
ば
、
極
め
て
多
い
数
値
と
言
え
る
の
で

あ
る
。
つ
ま
り
、
平
安
時
代
の
解
文
辞
の
中
で
は
、
こ
れ
ほ
ど
多
種
の
対
句
表
現
を
用
い
て
い
る
も
の
は
他
に
見
ら
れ
な
い
の
で
あ
る
。
で

は
、
多
種
の
対
句
表
現
が
用
い
ら
れ
た
理
由
は
何
で
あ
ろ
う
か
。

そ
の
理
由
は
、
未
だ
明
確
に
し
得
て
い
な
い
。
し
か
し
、
相
像
し
得
る
こ
と
の
一
つ
と
し
て
、
単
調
で
冗
長
な
文
章
を
回
避
す
る
為
の
工

夫
で
は
な
い
か
、
と
い
う
こ
と
が
あ
る
。
本
解
文
の
目
的
は
、
太
政
官
を
動
か
し
て
国
司
改
任
を
認
め
さ
せ
る
こ
と
に
あ
る
の
で
あ
る
か
ら
、

そ
の
文
章
の
長
さ
故
に
中
途
で
放
榔
さ
れ
て
は
困
る
こ
と
に
な
る
。
よ
っ
て
、
文
章
の
単
調
さ
や
冗
長
さ
を
回
避
し
、
そ
の
長
さ
を
意
識
さ

せ
ぬ
よ
う
に
す
る
工
夫
の
一
つ
と
し
て
、
多
種
の
対
句
表
現
で
文
章
に
リ
ズ
ム
の
変
化
を
つ
け
よ
う
と
し
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
こ
の
事

は
、
各
条
内
に
お
け
る
対
句
表
現
の
種
類
の
調
査
か
ら
も
伺
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
思
う
。

表
2
よ
り
、
各
条
内
の
対
句
表
現
の
種
類
数
を
求
め
る
と
、
七
種
類
が
一
条
（
⑳
）
、
六
種
類
が
六
条
（
③
⑩
⑭
⑳
㊧
）
、
五
種
類
が
四
条

（
①
⑳
⑳
⑳
）
、
四
種
類
が
九
条
（
⑤
⑥
⑧
⑨
⑫
⑬
⑭
⑳
⑳
）
、
三
種
類
が
九
条
（
②
⑦
⑫
⑮
⑯
⑳
⑱
⑳
⑳
）
、
二
種
類
が
二
条
（
⑳
⑳
）
、
一

種
類
が
一
条
（
④
）
と
な
る
。
平
均
す
る
と
、
一
条
あ
た
り
に
用
い
ら
れ
た
対
句
表
現
の
種
類
数
は
、
四
・
一
種
類
、
ほ
ぼ
四
種
類
と
い
う

こ
と
に
な
る
。
こ
の
内
訳
を
調
査
し
て
み
る
と
、
単
句
対
、
隔
句
対
と
も
に
二
八
種
類
、
当
句
対
〇
・
五
種
類
、
三
句
対
、
長
偶
対
が
そ

れ
ぞ
れ
〇
・
〇
三
、
〇
・
〇
六
種
類
と
な
っ
て
い
る
。
よ
っ
て
、
一
条
あ
た
り
、
単
句
対
、
隔
句
対
に
お
い
て
は
、
と
も
に
、
少
な
く
と
も

一
種
類
、
又
は
二
種
類
の
表
現
が
用
い
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。



こ
の
結
果
は
、
既
ち
、
一
条
内
で
も
単
調
な
文
章
に
な
ら
ぬ
よ
う
工
夫
が
な
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
伺
わ
せ
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

三
、
平
安
時
代
の
他
の
解
文
に
お
け
る
対
句
表
現
の
割
合

こ
こ
で
は
、
「
尾
張
国
解
文
」
に
認
め
ら
れ
た
対
句
表
現
の
割
合
並
び
に
そ
の
種
類
数
を
、
平
安
時
代
の
解
文
群
の
そ
れ
と
比
較
す
る
こ
と

に
よ
り
、
解
文
群
の
中
に
お
け
る
本
解
文
の
性
格
、
即
ち
対
句
使
用
の
点
か
ら
見
た
本
解
文
の
怪
格
を
明
ら
か
に
し
て
お
き
た
い
。

一
口
に
平
安
時
代
の
解
文
と
言
っ
て
も
そ
の
数
は
彪
大
で
あ
る
。
よ
っ
て
、
『
平
安
遺
文
』
第
一
巻
か
ら
第
十
一
巻
に
収
め
ら
れ
た
解
文
を

対
象
と
し
て
、
検
討
す
る
こ
と
に
す
る
。
又
、
こ
の
解
文
の
中
で
、
「
尾
張
国
解
文
」
と
同
じ
く
裁
許
申
請
を
内
容
と
す
る
解
文
で
、
現
在
ま

で
に
調
査
し
得
た
三
百
二
十
二
件
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

三
百
二
十
二
件
の
解
文
の
う
ち
、
対
句
表
現
が
認
め
ら
れ
た
も
の
は
一
四
八
件
で
あ
り
、
こ
れ
は
解
文
辞
の
四
六
％
に
あ
た
る
。
こ
の
一

四
八
件
の
中
で
対
句
表
現
の
割
合
が
最
も
高
い
解
文
は
、
「
高
野
山
沙
門
費
鎖
解
寓
（
文
書
番
号
二
一
二
四
。
（
こ
の
番
号
は
平
安
遺
文
の
文
書

番
号
で
あ
る
。
以
下
、
番
号
の
み
を
記
す
）
。
）
で
あ
り
、
文
書
全
体
の
七
八
・
〇
％
が
対
句
表
現
で
成
っ
て
い
る
。
少
々
長
く
な
る
が
、
こ
こ
に

全
文
を
掲
げ
る
。
対
句
部
分
に
は
傍
線
を
付
し
、
一
句
の
切
れ
目
に
は
斜
線
を
入
れ
る
。
隔
句
対
の
場
合
は
、
上
旬
と
下
旬
と
の
間
に
斜
の

点
線
を
入
れ
る
。

高
野
山
沙
門
登
楼
解
　
申
請
　
御
室
政
所
裁
事

請
殊
被
申
下
　
院
宣
、
任
二
園
利
一
、
以
二
紀
伊
圃
賀
那
郡
石
手
村
哀
琴
南
法
院
庄
領
一
、
充
t
真
地
利
於
毎
年
侍
法
二
合
供
料
＼
如

レ
本
勤
修
奉
レ
所
二
太
上
法
皇
一
状

副
二
大
進
国
司
應
宣
二
通
立
券
賓
検
帳
領
主
寄
文
等
各
一
通
一

右
件
二
合
者
、
／
封
魂
魂
叡
剖
矧
潮
力
鋼
魂
囲
剰
オ
境
域
魂
、
／
夫
以
、
葡
楓
淵
」
月
‥
弧
功
剖
功
矧
魂
噺
刀
矧
謝
醜
到
‥
‥
矧
尋
叫
鋤
矧

最
上
／
是
以
高
租
法
身
／
大
日
覚
王
／
勅
尺
迦
如
来
布
演
l

真
福
寺
本
「
尾
張
国
解
文
」
の
対
句
表
現
に
つ
い
て

列
外
渕
矧
オ
／
州
対
刺
醐
月
忌
息
矧
洲
越
／
累
代
聖
主
／
稽
首
蹄

一
五
七
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品
閤
／
萄
刊
刃
下
刀
軸
到
判
事
判
型
／
地
軸
薗
喝
月
弧
必
矧
甥
薗
刀
剣
圃
何
㈲
月
謝
山
惑
揃
、
／
大
師
従
二
大
庸
一
赴
二
本
郷
一
之

（
見
消
）

日
／
所
請
日
／
我
所
博
学
／
秘
密
聖
教
／
若
有
流
布
相
應
之
地
／
早
到
可
鮎
之
／
即
向
二
日
本
圃
一
／
投
二
三
三
鈷
《
之
虞
／
達
人
二
雲
中
一
／

釆
二
此
山
一
／
又
記
云
／
前
彿
之
蓮
虞
、
伽
藍
之
奮
基
也
、
所
以
明
神
譲
レ
居
／
成
二
外
護
之
塵
杜
－
／
大
師
結
界
／
開
二
内
讃
之
秘
蔵
一
／
遍
明

遍
照
法
燈
／
郎
挑
二
千
此
峯
一
／
龍
猛
龍
智
教
海
／
深
湛
二
子
斯
地
一
／
博
燈
巳
畢
／
清
瓶
又
満
／
入
二
法
界
定
一
／
期
二
慈
尊
時
一
／
安
慧
借

都
／
眞
然
僧
正
／
承
二
大
師
之
素
懐
／
運
二
遺
弟
之
丹
懇
】
／
勤
二
修
二
季
侍
法
合
一
／
練
二
冶
両
部
最
上
乗
一
撃
夏
因
レ
之
静
認
／
貴
購
烏
レ
之

泰
平
／
寧
非
二
修
練
之
力
一
／
便
是
護
持
之
功
也
／
備
法
中
興
／
去
此
何
之
／
、
而
年
代
漸
久
／
合
儀
巳
療
／
情
思
二
其
理
」
／
只
斎
儲
之
所

也
、
忍
慧
月
謝
痛
感
両
親
副
月
例
副
薗
甥
呵
薗
袖
喝
仰
矧
刻
／
自
非
二
権
化
之
人
一
／
何
離
二
衣
鉢
資
」
故
大
師
言
／
刃
淵
‥

懸
敬
一
／
孔
丘
格
言
／
皆
依
二
食
住
「
′
尺
尊
所
談
、
然
則
欲
一
弘
二
共
通
】
／
必
須
飯
二
其
人
一
／
若
有
意
益
国
利
大
志
求
／
出
レ
迷
讃
レ
聾
者
／

同
捨
こ
洞
塵
一
／
相
二
済
此
願
一
／
生
主
世
主
／
同
駕
二
悌
秀
一
／
利
二
群
生
一
／
麦
覚
鎖
多
年
之
聞
、
寸
心
窮
念
／
寧
儲
二
二
含
之
賓
酢
】
／
格
弘

二
三
密
之
香
蓬
一
／
貧
力
難
レ
及
／
所
願
元
レ
慨
、

然
聞
、
地
主
寄
二
所
領
一
／
囲
司
加
二
兎
利
一
／
打
二
四
至
傍
示
一
／
立
二
券
庄
領
一
畢
／
知
是
諸
備
之
護
念
／
大
師
之
冥
感
也
／
錐
レ
然
浪
人
田

民
／
萄
ハ
引
矧
想
到
圏
、
伏
惟
　
圃
剋
仙
固
パ
剰
笥
当
笥
感
矧
4
圃
矧
野
凧
／
其
蹄
依
之
誠
／
屡
廻
二
仙
輝
t
／
其
興

紹
之
善
！
應
超
二
他
山
一
／
今
仰
二
　
廣
大
之
恩
一
／
欲
レ
弘
二
鋸
仰
之
道
一
／
願
烏
二
萬
代
之
恒
規
一
／
邁
期
二
三
合
之
説
法
一
方
今
　
繹
定
大

王
／
劃
習
欄
刀
謝
謝
討
楓
謝
／
感
－
1
謝
咄
矧
到
劃
一
l
パ
‥
′
l
錮
耐
一
l
つ
上
剖
オ
測
酬
」
司
到
心
捌
到
週
つ
息
菅
l
劉
討
論
盟
盟
劃
訓
ン
矧
封

法
皇
確
固
於
千
秋
一
／
姦
レ
績
二
教
王
恵
命
於
億
載
－
／
修
二
復
書
跡
一
／
今
正
是
時
／
望
講
／
殊
被
レ
申
二
下
院
宣
一
／
任
二
国
利
旨
一
／
以
二
件

村
一
永
琴
南
法
院
庄
領
一
／
矧
威
訂
型
」
郡
司
聯
矧
月
謝
遡
ヨ
嘲
固
執
オ
仙
功
一
／
仇
注
事
状
／
以
解

大
治
四
年
二
一
二
九
二
一
月
三
日
　
高
野
山
沙
禰
覚
鍾

（
訓
点
は
省
略
し
、
返
点
は
便
宜
上
私
に
付
し
た
。
）

此
の
如
く
、
文
章
の
殆
ど
が
対
句
表
現
で
占
め
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。



こ
の
他
、
「
尾
張
国
解
文
」
　
の
五
九
・
〇
％
を
越
え
る
例
と
し
て
は
、
次
の
三
件
が
存
す
る
。

興
福
寺
衆
侭
申
状
案
（
保
元
三
年
十
一
月
）
八
二
九
五
八
）
　
…
…
六
一
・
五
％

金
剛
峯
寺
供
僧
等
解
案
（
永
暦
元
年
六
月
廿
五
日
）
八
三
〇
九
八
）
　
…
…
六
五
・
二
％

紀
伊
囲
大
博
法
院
僧
徒
解
案
（
仁
安
三
年
三
月
）
八
四
八
五
八
）
　
…
…
六
二
・
一
％

（13）

し
か
し
な
が
ら
、
解
文
一
件
あ
た
り
の
対
句
表
現
の
割
合
は
、
平
均
す
る
と
二
〇
％
足
ら
ず
に
し
か
な
ら
な
い
。
よ
っ
て
、
「
尾
張
国
解
文
」

の
如
く
対
句
表
現
が
文
章
の
六
〇
％
を
越
え
る
割
合
を
占
め
る
と
い
う
こ
と
は
、
極
め
て
例
の
少
な
い
こ
と
で
あ
り
、
注
目
さ
れ
る
の
で
あ

る
。

四
、
平
安
時
代
の
他
の
解
文
に
お
け
る
対
句
表
現
の
種
類

さ
て
、
「
尾
張
国
解
文
」
に
は
計
十
一
種
類
の
対
句
が
用
い
ら
れ
て
い
た
が
、
平
安
時
代
の
他
の
解
文
で
は
何
種
類
の
対
句
が
見
ら
れ
る
で

あ
ろ
う
か
。

対
句
表
現
が
認
め
ら
れ
た
一
四
八
件
の
解
文
を
調
査
し
た
結
果
、
「
尾
張
国
解
文
」
の
十
一
種
類
を
上
回
る
も
の
は
得
ら
れ
な
か
っ
た
。
表

3
は
、
対
句
の
種
類
数
毎
の
解
文
の
件
数
と
割
合
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。

割

（

件 種
顆

数
合％
）
数

185 68 1

981 82 2

0021 91 3

14 6 4

72 4 5

02 3 6

41 2 7

001 841 計

真
福
寺
本
「
尾
張
国
解
文
」
の
対
句
表
現
に
つ
い
て
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○

表
3
よ
り
わ
か
る
こ
と
は
、
対
句
の
種
類
は
一
種
類
の
も
の
が
最
も
多
く
、
五
八
二
％
を
占
め
て
お
り
、
半
数
以
上
の
解
文
が
一
種
類

の
対
句
し
か
使
用
し
て
い
な
い
こ
と
で
あ
る
。
一
種
類
の
内
容
は
、
ほ
ぼ
長
句
で
あ
り
、
次
い
で
緊
句
、
当
句
対
と
続
く
。
又
、
「
尾
張
国
解

文
」
に
用
い
ら
れ
て
い
る
対
句
表
現
の
種
類
の
約
三
分
の
一
に
あ
た
る
四
種
類
ま
で
の
件
数
は
、
計
一
三
三
件
、
全
体
の
九
三
・
九
％
を
も

占
め
て
い
る
の
で
あ
る
。
最
多
種
類
の
も
の
で
も
七
種
類
に
止
ま
り
、
こ
れ
は
練
か
一
・
四
％
に
し
か
す
ぎ
な
い
。

こ
れ
ら
の
事
実
か
ら
、
「
尾
張
国
解
文
」
の
対
句
表
現
に
十
一
種
類
の
も
の
が
用
い
ら
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
、
平
安
時
代
の
解
文
群
の

中
で
も
極
め
て
特
異
な
こ
と
で
あ
り
、
対
句
表
現
の
割
合
の
高
さ
に
加
え
て
、
こ
の
点
か
ら
も
本
解
文
は
注
目
に
値
す
る
も
の
だ
と
言
え
よ

う
。
そ
し
て
、
こ
の
事
は
、
先
に
も
述
べ
た
本
解
文
の
作
成
者
の
文
章
作
成
時
の
工
夫
（
文
章
の
単
調
さ
を
回
避
す
る
工
夫
）
の
反
映
で
あ
る
と

同
時
に
、
作
成
者
の
並
々
な
ら
ぬ
対
句
表
現
の
力
量
を
伺
わ
せ
る
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
よ
う
。

こ
こ
で
、
七
種
類
の
対
句
表
現
を
有
す
る
例
と
し
て
、
先
に
掲
げ
た
「
高
野
山
沙
門
費
鎖
解
寓
」
を
と
り
あ
げ
、
対
句
表
現
の
例
を
示
し

て
お
く
。
こ
の
解
文
に
は
、
当
句
対
・
単
句
文
（
緊
句
・
長
句
）
・
隔
句
対
（
軽
隔
句
・
密
隔
句
・
平
隔
句
・
雑
隔
句
）
　
が
見
ら
れ
る
。

○
当
句
対
（
二
例
）

・
遁
明
遍
照
法
燈

・
龍
猛
龍
智
教
海

○
単
句
対
緊
句
（
〓
例
）

・
博
燈
巳
軍

港
瓶
又
満

長
句
（
一
八
例
）

・
崇
重
秘
密
之
智
海

・
年
代
漸
久

合
儀
巳
癒

・
為
延
　
法
皇
堵
圏
於
千
秋



鎮
護
国
家
之
法
域
　
（
七
字
）
　
毒
積
数
王
恵
命
於
億
載
　
（
九
字
）

○
隔
句
対
平
隔
句
（
四
例
）

・
八
大
組
師
　
忘
身
弘
道

累
代
聖
主
　
稽
首
蹄
法

・
故
大
師
言
　
人
非
懸
祖

孔
子
格
言
　
皆
依
食
住

密
隔
句
（
三
例
）

・
春
嶺
薇
老
之
後
　
読
槍
虚
而
遠
目

秋
林
業
落
之
時
　
話
柄
破
而
畏
霜

雑
隔
句
（
二
例
）

・
善
根
非
一
弘
法
之
功
徳
殊
勝

経
論
惟
多
　
眞
言
之
教
理
最
上

・
感
賢
性
於
至
孝
　
鎮
所
　
上
皇
之
道
齢

受
聖
心
於
弘
道
　
専
協
大
師
之
玄
訓

・
其
蹄
依
之
誠
　
屡
廻
仙
輝

其
興
紹
之
善
　
應
超
他
山

軽
隔
句
（
一
例
）

・
明
神
譲
居
　
成
外
護
之
靂
祀

大
師
結
界
　
関
内
讃
之
秘
蔵

そ
の
他
、
五
種
以
上
の
対
句
表
現
が
見
ら
れ
る
解
文
名
と
そ
の
種
類
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

（
五
種
類
）

紀
伊
園
金
剛
峯
寺
解
案
（
一
〇
〇
七
年
）
八
四
四
六
）

・
当
句
対
（
1
）
単
句
対
　
長
句
（
4
）
緊
句
（
3
）

東
大
寺
所
司
解
（
二
二
九
年
）
八
四
六
九
三
）

真
福
寺
本
「
尾
張
国
解
文
」
　
の
対
句
表
現
に
つ
い
て

・
隔
句
対
　
平
隔
句
（
3
）
密
隔
句
（
2
）

一
六
一



鎌
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研
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・
単
句
対
　
長
句
（
5
）
壮
句
（
2
）
緊
句
（
2
）

金
剛
峯
寺
供
僧
等
解
案
（
二
六
〇
年
）
八
三
〇
九
八
）

・
当
句
対
（
1
）
　
　
・
単
句
対
　
長
句
（
1
0
）

高
野
山
僧
鏡
尋
解
（
二
八
二
年
）
八
四
〇
五
三
）

・
隔
句
対
　
密
隔
句
（
4
）
平
隔
句
（
1
）

・
隔
句
対
　
密
隔
句
（
1
）
平
隔
句
（
1
）
雑
隔
句
（
1
）

・
当
句
対
（
1
）
　
　
・
単
句
対
　
長
句
（
4
）
壮
句
（
1
）
緊
句
（
1
）

・
隔
句
対
　
雑
隔
句
（
1
）

八
六
種
類
）
興
福
寺
衆
僧
等
申
状
（
二
五
八
年
）
　
（
二
九
三
七
）

・
当
句
対
（
1
）
　
・
単
句
対
　
長
句
（
蔓
緊
句
（
4
）
　
・
隔
句
対
　
密
隔
句
（
3
）
平
隔
句
（
1
）
雑
隔
句
（
1
）

紀
伊
圃
大
博
法
院
僧
徒
解
案
（
二
六
八
年
）
八
四
八
五
七
）

・
当
句
対
（
1
）
　
・
単
句
対
　
長
句
（
1
0
）
緊
句
（
4
）
壮
句
（
2
）
　
・
隔
句
対
　
密
隔
句
（
1
）
雑
隔
句
（
1
）

八
七
種
類
）

紀
伊
圃
大
博
法
院
衆
徒
解
案
（
二
七
九
年
）
八
三
八
三
七
）

・
当
句
対
（
1
）
　
・
単
句
対
　
長
句
（
曇
緊
句
（
7
）
　
・
隔
句
対
　
密
隔
句
（
3
）
雑
隔
句
（
2
）
平
隔
句
（
1
）
　
・
三

句
対
（
2
）

五
、
「
尾
張
解
文
」
に
お
け
る
対
句
表
現
と
文
章
構
成
と
の
関
連
に
つ
い
て

最
後
に
、
こ
れ
ま
で
検
討
し
て
来
た
「
尾
張
国
解
文
」
の
対
句
表
現
と
、
か
つ
て
検
討
し
た
文
章
構
成
と
の
関
連
に
つ
い
て
考
え
て
み
た

ゝ

　

0

、
．
V

（

1

4

）

「
尾
張
国
解
文
」
の
各
条
の
文
章
構
成
は
、
四
段
落
構
成
が
基
本
で
あ
り
、
そ
の
四
段
落
と
は
、



I
、
従
来
の
方
法

H
、
「
I
」
に
背
く
事
実
（
国
司
の
非
道
・
横
暴
な
振
舞
）

輿
「
H
」
の
結
果
も
た
ら
さ
れ
た
悲
惨
な
状
況

Ⅳ
、
「
I
」
～
「
Ⅲ
」
に
よ
り
判
断
さ
れ
た
筆
者
の
意
見

で
あ
っ
た
。

そ
こ
で
、
こ
こ
で
は
、
こ
の
文
章
構
成
と
多
用
さ
れ
る
対
句
表
現
と
の
間
に
い
か
な
る
関
連
が
存
す
る
か
、
即
ち
、
四
段
落
の
う
ち
で
は

対
句
表
現
が
多
用
さ
れ
る
の
は
何
段
落
で
あ
り
、
そ
こ
に
は
何
種
類
の
対
句
表
現
が
見
ら
れ
る
の
か
、
そ
し
て
そ
れ
に
は
然
る
べ
き
理
由
が

存
す
る
の
か
、
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
述
べ
る
こ
と
に
す
る
。

ま
ず
、
全
三
二
条
を
通
し
て
I
か
ら
Ⅳ
の
各
段
落
に
対
句
表
現
が
認
め
ら
れ
る
割
合
を
求
め
た
。
そ
の
結
果
を
ま
と
め
た
の
が
表
4
で
あ

る
。

表
4

％

対のる 各有数 段

落

句み条 段す
表ら数 落る

現れ を条

976 91 82 ’1

609 92 23 IT．1

269 62 72

545 21 22 Ⅴ

真
福
寺
本
「
尾
張
国
解
文
」
　
の
対
句
表
現
に
つ
い
て



鎌
　
倉
　
時
　
代
　
語
　
研
　
究
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
六
四

こ
れ
に
よ
る
と
、
I
段
落
を
有
す
る
条
数
は
三
二
条
中
二
八
条
で
あ
り
、
そ
の
う
ち
対
句
表
現
の
見
ら
れ
る
条
数
は
、
一
九
条
で
あ
る
。

よ
っ
て
、
I
段
落
を
有
す
る
条
の
六
七
・
九
％
が
対
句
表
現
を
用
い
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
H
段
落
以
降
で
の
そ
の
割
合
は
、
H
段
落
が
九

〇
・
六
％
、
m
段
落
が
九
六
・
二
％
、
Ⅳ
段
落
が
五
四
・
五
％
と
な
る
。
よ
っ
て
、
段
落
別
で
の
対
句
表
現
を
有
す
る
割
合
が
高
い
の
は
、

H
段
落
と
H
段
落
、
特
に
m
段
落
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
但
し
、
こ
こ
で
は
、
各
段
落
内
の
対
句
表
現
の
有
無
が
問
題
で
あ
る
の
で
、
各

段
落
の
文
章
量
は
関
係
し
な
い
。

そ
こ
で
、
次
に
、
各
段
落
内
の
文
書
量
（
総
句
数
）
に
対
す
る
対
句
表
現
（
対
句
構
成
句
数
）
　
の
割
合
を
見
、
こ
の
点
に
お
い
て
も
、
H
段

落
に
お
い
て
は
対
句
表
現
が
多
用
さ
れ
る
こ
と
を
確
認
し
た
い
。

表
5
は
、
各
条
毎
に
各
段
落
内
の
総
句
数
と
対
句
構
成
句
数
を
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。

0
…

鋸

旦
A
（

B A

975
28
の
1
（ 122 I

326
25
の
3
（ 225 II

557 182
㈱ 142

946
8
4
4 47 Ⅴ

表
中
の
A
、
B
は
、
そ
れ
ぞ
れ
総
句
数
、
対
句
構
成
句
数
を
表
し
、
0
内
の
数
字
は
、
当
句
対
の
数
を
示
し
て
い
る
。
（
I
～
Ⅳ
段
落
内
の
句

数
並
び
に
対
句
構
成
句
数
の
合
計
は
、
表
1
で
示
し
た
各
条
に
お
け
る
総
句
数
並
び
に
対
句
構
成
総
句
数
の
合
計
と
は
一
致
し
な
い
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
Ⅳ



段
落
に
は
「
望
請
」
以
下
の
部
分
は
含
め
て
い
な
い
か
ら
で
あ
る
。
）

表
5
よ
り
、
各
段
落
内
で
の
対
句
構
成
句
数
の
割
合
も
、
や
は
り
H
段
落
が
最
も
多
く
、
総
句
数
の
七
五
・
五
％
を
占
め
る
こ
と
が
判
明

し
た
。先
に
見
た
如
く
、
H
段
落
に
対
句
表
現
が
存
す
る
割
合
は
四
段
落
の
中
で
最
も
高
く
、
か
つ
又
、
文
章
中
に
対
句
表
現
の
占
め
る
割
合
も
、

m
段
落
が
最
も
高
い
の
で
あ
る
。

で
は
、
そ
の
理
由
は
如
何
な
る
所
に
存
す
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

そ
の
理
由
は
、
二
つ
の
点
か
ら
考
え
得
る
よ
う
に
思
う
。
一
つ
は
、
M
段
落
の
内
容
か
ら
で
あ
り
、
今
；
は
、
本
解
文
の
目
的
か
ら
で

あ
る
。Ⅲ
段
落
は
、
I
（
従
来
の
方
法
）
に
背
い
た
H
（
国
司
の
非
道
・
横
暴
な
振
舞
）
の
結
果
も
た
ら
さ
れ
た
農
民
の
悲
惨
な
状
況
描
写
を
内
容
と

し
て
い
た
。
そ
し
て
、
本
解
文
は
、
太
政
官
を
動
か
し
て
国
司
改
任
を
認
め
さ
せ
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
た
。
こ
の
二
点
を
併
せ
考
え
る

と
、
太
政
官
に
改
任
要
求
の
理
由
を
納
得
さ
せ
る
為
に
、
農
民
の
悲
惨
な
状
況
を
強
く
印
象
づ
け
る
方
法
と
し
て
対
句
表
現
の
多
用
が
な
さ

れ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

結
び
に
か
え
て

以
上
、
本
稿
で
述
べ
て
き
た
こ
と
を
ま
と
め
る
と
次
の
如
く
な
る
。

一
、
「
尾
張
国
解
文
」
の
対
句
表
現
の
割
合
は
、
六
一
・
〇
％
で
あ
り
、
こ
の
数
値
は
、
平
安
時
代
の
他
の
解
文
の
そ
れ
と
比
較
す
る
と
、

か
な
り
高
い
数
値
だ
と
言
え
る
。

二
、
又
、
本
解
文
の
対
句
表
現
の
種
類
も
、
二
種
類
と
多
く
、
他
の
解
文
群
中
で
の
最
高
が
七
種
類
で
あ
っ
た
こ
と
を
考
え
る
と
、
極

め
て
特
異
な
ケ
ー
ス
と
言
え
よ
う
。
そ
し
て
、
そ
の
理
由
の
一
つ
と
し
て
作
成
者
が
、
単
調
・
冗
長
な
文
章
を
回
避
す
る
た
め
の
工
夫

真
福
寺
本
「
尾
張
国
解
文
」
　
の
対
句
表
現
に
つ
い
て
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で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
が
想
像
さ
れ
る
。

三
、
本
解
文
に
お
け
る
対
句
表
現
の
割
合
を
文
章
構
成
と
の
関
連
か
ら
見
る
と
、
m
段
落
（
国
司
の
非
道
・
横
暴
に
よ
る
農
民
の
悲
惨
な
状
況
）

で
対
句
表
現
の
割
合
が
高
い
。
こ
れ
は
、
国
司
改
任
の
要
求
を
認
め
さ
せ
る
た
め
、
農
民
の
悲
惨
な
状
況
を
よ
り
強
く
印
象
づ
け
る
こ

と
を
狙
っ
た
結
果
で
は
な
い
か
、
と
思
わ
れ
る
。

本
稿
で
は
、
「
尾
張
国
解
文
」
の
対
句
の
形
式
的
分
類
や
、
そ
の
割
合
に
つ
い
て
の
検
討
に
終
始
し
た
が
、
今
後
引
き
続
き
対
句
の
内
容
に

も
視
点
を
移
し
、
本
解
文
の
対
句
表
現
の
性
格
を
明
ら
か
に
し
て
行
か
ね
ば
な
ら
な
い
。

又
、
今
後
の
問
題
点
並
び
に
課
題
と
し
て
、
次
の
四
点
が
考
え
ら
れ
る
。

（15）

一
、
ま
ず
、
．
平
安
時
代
の
他
の
解
文
群
に
見
ら
れ
る
文
章
構
成
と
、
対
句
表
現
と
の
関
連
に
つ
い
て
は
、
今
回
言
及
し
な
か
っ
た
の
で
、

改
め
て
検
討
し
て
報
告
し
た
い
。

二
、
次
に
、
解
文
辞
の
資
料
を
拡
大
し
、
か
つ
対
句
表
現
の
割
合
の
正
確
な
調
査
を
す
る
必
要
が
あ
る
。

三
、
平
安
時
代
の
解
文
群
の
中
で
、
対
句
表
現
が
多
用
さ
れ
て
い
る
の
は
寺
社
関
係
の
も
の
で
あ
っ
た
。
殊
に
、
対
句
表
現
の
種
類
が
豊

富
で
あ
っ
た
も
の
に
は
、
僧
覚
鎖
を
始
め
と
し
て
高
野
山
関
係
者
の
手
に
成
る
も
の
が
多
か
っ
た
。
よ
っ
て
、
解
文
差
出
人
の
位
相
差

と
対
句
表
現
の
割
合
並
び
に
種
類
の
多
少
と
の
関
係
も
明
ら
か
に
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。

四
、
そ
し
て
、
更
に
は
、
解
文
に
用
い
ら
れ
る
対
句
表
現
の
割
合
が
、
時
代
と
と
も
に
変
化
す
る
か
否
か
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
も
適
時

的
に
調
査
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
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（
1
）
　
「
歴
史
教
育
」
第
五
巻
第
六
号
、
昭
和
三
十
二
年
。
六
一
貢
。

（
2
）
　
『
尾
張
国
解
文
の
研
究
』
　
（
日
本
史
学
研
究
双
書
2
）
昭
和
五
十
五
年
。
二
三
八
貢
。
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）
拙
稿
「
平
安
時
代
に
お
け
る
解
文
の
文
章
構
成
に
つ
い
て
ー
遠
張
国
碑
文
』
を
中
心
と
し
て
ー
」
（
国
文
学
致
1
1
6
）
昭
和
六
十
二
年
。

（
4
）
山
本
真
吾
「
平
安
時
代
の
表
白
文
に
於
け
る
対
句
表
現
の
句
法
の
変
遷
に
つ
い
て
」
（
国
語
学
一
四
九
）
昭
和
六
十
二
年
。

（
5
）
古
田
敬
一
『
中
国
文
学
に
お
け
る
対
句
と
対
句
論
』
（
風
間
書
房
）
昭
和
五
十
七
年
。
五
貢
の
内
容
を
私
に
ま
と
め
た
。

（
6
）
『
新
編
盲
市
史
』
（
昭
和
四
十
五
年
）
の
「
尾
張
国
解
文
」
の
本
文
収
載
箇
所
に
は
、
早
稲
田
大
学
蔵
本
、
史
料
編
纂
所
本
、
真
福
寺
本
、
内
閣

文
庫
蔵
本
（
和
学
講
談
所
旧
蔵
本
・
天
保
三
年
書
写
本
）
の
諸
本
の
対
校
が
な
さ
れ
て
い
る
。
今
回
は
こ
れ
を
参
考
と
し
た
が
、
今
後
、
他
の
写

本
と
の
対
校
も
当
然
行
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。

（
7
）
『
作
文
大
鉢
』
（
観
智
院
本
）
の
筆
大
鉢
に
は
「
石
山
奏
状
」
が
例
文
と
し
て
掲
げ
ら
れ
て
お
り
、
参
考
に
な
る
。

（
8
）
例
え
ば
、
「
①
鰊
寡
孤
濁
、
②
半
死
半
生
、
③
蓬
斐
婿
姫
、
④
若
存
若
亡
」
（
第
十
条
）
は
、
①
と
③
、
②
と
④
が
対
偶
を
な
す
隔
句
対
で
あ
り
、

し
か
も
②
並
び
に
③
は
、
一
句
の
中
で
も
「
半
死
」
と
「
半
生
」
、
「
若
存
」
と
「
若
亡
」
が
対
偶
を
構
成
す
る
当
句
対
で
あ
る
た
め
、
対
句
構
成

句
数
は
、
（
四
句
）
十
（
二
句
）
の
延
べ
六
句
と
な
る
。

（
9
）
注
4
論
文
。
二
頁
。

（
1
0
）
　
注
5
論
文
。

（
1
1
）
注
4
論
文
。
山
本
真
吾
氏
は
、
雑
隔
句
の
説
明
（
下
旬
四
字
上
旬
六
字
が
雑
隔
句
に
含
ま
れ
る
と
い
う
点
）
が
重
隔
句
の
説
明
と
重
な
る
た
め
、

こ
の
場
合
は
重
隔
句
に
分
類
す
る
と
さ
れ
て
い
る
（
一
二
頁
、
注
1
1
）
。
本
稿
も
氏
の
方
法
に
従
う
こ
と
に
す
る
。

（
1
2
こ
字
数
の
異
な
る
例
を
掲
げ
る
。
「
所
春
得
米
束
別
三
四
合
所
壊
米
全
五
升
法
也
」
　
（
第
十
七
条
）

こ
の
例
は
、
九
字
と
六
字
の
句
（
傍
線
部
）
が

対
に
な
っ
て
い
る
。

（
曇
『
平
安
遺
文
』
所
収
の
解
文
に
つ
い
て
は
、
句
数
調
査
の
際
に
本
書
の
読
点
に
従
う
所
が
多
か
っ
た
。
本
書
の
読
点
に
は
問
題
も
多
く
、
今
後
改

め
て
調
査
し
直
す
必
要
を
感
じ
て
い
る
。
よ
っ
て
、
今
回
は
、
具
体
的
数
値
を
出
す
こ
と
は
控
え
た
。

（
1
4
）
拙
稿
、
注
3
論
文
。

（
黛
現
在
ま
で
の
調
査
で
気
づ
か
れ
る
点
は
、
寺
社
関
係
者
の
手
に
成
る
解
文
は
、
そ
の
他
の
解
文
に
比
し
て
I
段
落
の
文
章
量
が
多
く
、
対
句
表
現

も
多
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
こ
で
は
、
寺
社
の
由
来
や
、
そ
の
す
ば
ら
し
さ
等
を
長
々
と
述
べ
て
い
る
。
よ
っ
て
、
段
落
別
に
見
た
文

章
量
や
対
句
表
現
の
割
合
の
差
に
も
、
差
出
人
の
位
相
が
関
係
し
て
い
る
か
否
か
に
つ
い
て
、
解
明
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。

真
福
寺
本
「
尾
張
国
解
文
」
の
対
句
表
現
に
つ
い
て
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〔
付
記
〕
本
稿
は
、
第
十
三
回
鎌
倉
時
代
語
夏
期
研
究
集
会
で
の
口
頭
発
表
を
基
に
纏
め
た
も
の
で
あ
り
ま
す
。
席
上
、
山
本
秀
人
氏
よ
り
御
意
見
を
賜

り
、
又
、
本
稿
を
成
す
に
当
た
っ
て
は
、
山
本
真
吾
氏
よ
り
御
助
言
頂
き
、
小
林
芳
規
先
生
に
御
指
導
頂
き
ま
し
た
。
こ
こ
に
記
し
て
深
く
御
礼

申
し
上
げ
る
次
第
で
す
。




